
図書館だより
●開館時間●
9：00～19：00
● ●

砥部町立図書館
☎（９６２）４４００

■休館日
○おはなし会
◎にこにこほっぺのおはなし会
□ひろたのみんなのおはなし会

４月の予定表
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 ④
5 6 7 8 9 10 11
12 13 ⓮15 16 17 18
19 20㉑22㉓24 25
26 27㉘㉙㉚

消
防
署
だ
よ
り

問
砥
部
消
防
署
☎
（
９
６
２
）
２
１
１
９

　
広
田
出
張
所
☎
（
９
６
９
）
２
１
２
１

　

火
災
出
動
７
件
。
内
訳
は
、
建
物

火
災
３
件
、
車
両
火
災
１
件
、
そ
の

他
火
災
３
件
で
し
た
。

令
和
元
年
火
災
・
救
急
件
数
（
町
内
）
　

救
急
出
動
は
８
７
９
件
、
搬
送
人

員
は
８
１
２
人
。
内
訳
は
、
軽
症

４
１
６
人
、
中
等
症
３
０
９
人
、
重

傷
78
人
、
死
亡
９
人
で
し
た
。

（
令
和
２
年
２
月
７
日
現
在
）

住宅防火
　　　　７つのポイントいのちを守る

寝具、衣類及び
カーテンからの

火災を防ぐために
防火品を
使用する。

対策

火災を
小さいうちに
消すために、

住宅用消火器等を
設置する。

対策

お年寄りや身体の
不自由な人を
守るために、
隣近所の協力
体制をつくる。

対策

逃げ遅れを
防ぐために、

住宅用火災警報器
を設置する。

ガスコンロなどの
そばを離れる

ときは、
必ず火を消す。

習慣

２

３

４

寝たばこは、
絶対やめる。

習慣１
ストーブは、

燃えやすいもの
から離れた位置で

使用する。

習慣２３

対策１

　

ち
ょ
っ
と
田
舎
に
あ
る
け
れ
ど
、
何

を
食
べ
て
も
美
味
し
い
食
堂
〈
ル
ー
ト

５
１
７
〉。
そ
こ
は
、
お
店
の
中
に
プ
ロ

レ
ス
の
リ
ン
グ
が
あ
っ
て
…
。
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
店
に
通
う
人
々
の
さ
ま
ざ

ま
な
ド
ラ
マ
を
描
く
。『
読
楽
』
掲
載
を

書
籍
化
。

　
草
は
刈
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に

埋
も
れ
て
い
る
の
は
、
納
屋
だ
け
で
は

な
い
か
ら
｜
。
長
崎
の
島
に
暮
ら
し
、

時
に
海
か
ら
来
る
者
を
受
け
入
れ
て
き

た
一
族
の
、
歴
史
と
記
憶
の
物
語
。『
す

ば
る
』
掲
載
を
単
行
本
化
。

『国道食堂 1st
�  season』

小路 幸也
徳間書店　刊

『背高泡立草』 
古川 真人

集英社　刊

　

ラ
グ
ビ
ー
は
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を

も
っ
て
走
っ
た
生
徒
が
起
源
っ
て
ほ
ん
と

う
？
レ
ー
ン
が
１
１
６
も
あ
る
、
世
界
最

大
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
は
ど
こ
に
あ
る
？
60

以
上
の
世
界
の
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
上
げ
、

か
ん
た
ん
な
ル
ー
ル
、
起
源
や
歴
史
、
お

も
し
ろ
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
す
。

『知ってた ? 世界
のスポーツルール
と歴史』（児童書）
アダム　スキナー

徳間書店　刊

新
着
紹
介

『
騒
が
し
い
楽
園
』�

中
山 　
七
里

『
山
岳
捜
査
』�

笹
本 　
稜
平

『
涼
子
点
景
１
９
６
４
』�

森
谷　

 

明
子

『
御
社
の
チ
ャ
ラ
男
』�

絲
山 　
秋
子

『
さ
い
は
て
の
家
』�

彩
瀬 　
ま
る

『
占
』�

木
内 　
　
昇

『
雲
を
紡
ぐ
』�

伊
吹 　
有
喜

『
平
蔵
の
母
』�

逢
坂　
　

 

剛  

『
世
界
中
か
ら
た
っ
く
さ
ん
！
』（
絵
本
）

�

マ
ー
ク　
マ
ー
テ
ィ
ン

2020.4 広報とべ（22）



（23）広報とべ 2020.4

砥　

部　

句　

会

川 

柳 

と 

べ 

吟 

社

俳
句

川
柳

砥　

部　

句　

会

あ
そ
び
べ
、
と
べ
。

笹
舟
の
向
き
を
変
へ
た
る
春
の
水�

渡
部　

洋
三

川
幅
を
広
げ
て
行
き
ぬ
春
の
川�

大
西　

一
教

手
の
平
に
暗
証
番
号
山
笑
ふ�

菊
池　

明
美

土
手
添
ひ
に
浸
み
出
し
て
ゐ
る
春
の
水�

佐
々
木
美
知
恵

薄
ら
日
を
集
め
蠟ろ
う
ば
い梅

一
重
八
重�

篠
崎　

伶
子

下し
た
も
え萌
に
「
百
年
梅
」
の
杭く
い
打
た
る�

長
曽
我
部
弓
子

三
ミ
リ
に
神
秘
の
あ
り
て
木
の
芽
張
る�

中
塚　

香
代

花
柄
の
傘
に
溶
け
ゐ
る
春
の
雪�
中
岡
セ
ツ
コ

虫
の
殻か
ら
幹
に
宿
し
て
桜
の
芽�
長
戸
ふ
じ
子

笹
舟
を
子
等
に
届
け
る
春
の
水�

沼
田　

千
寿

う
ず
う
ず
と
外
に
出
た
き
日
猫
柳�

野
村
タ
カ
子

鍬く
わ
お
と音
の
ま
だ
続
き
を
り
梅
日
和�

廣
末　

榮
子

入
学
試
験
天
神
様
も
苦く
じ
ゅ
う渋
か
な�

福
岡　

繁
平

片
耳
の
欠
け
し
古こ
び
ぜ
ん
備
前
凍い

て
も
ど
る�

福
岡
い
つ
子

石い
し
ず
ち

鎚
山
よ
り
旅
し
て
流
る
春
の
水�

松
林　

静
子

吊
橋
の
揺
れ
て
ゐ
る
な
り
風
は
春�

宮
田　

弘
道

子
の
介
護
受
け
つ
つ
里
の
初は
つ
ね音

は
や�

宮
内
か
よ
子

山
畑
の
土
ほ
ろ
ほ
ろ
と
建
国
日�

向
井　

章
子

時
か
け
て
着
地
楽
し
む
ぼ
た
ん
雪�

向
井　

初
子

山や
ま
あ
い間

に
春
の
水
汲
む
老
夫
婦�

森　
　

安
子

忘
却
や
冬
は
ゆ
っ
く
り
冬
に
な
る�

松
﨑
奈
津
栄

日
記
書
く
た
だ
天
候
と
行
先
と�

松
﨑　

春
子

寒
の
月
こ
こ
ろ
の
ひ
だ
が
熱
く
な
る�

石
井
ひ
ろ
み

秘
め
事
が
あ
り
美
し
く
な
る
黒く
ろ
あ
げ
は

揚
羽�

田
中　

貞
美

ス
イ
ッ
チ
オ
ン
脳
に
響
か
ぬ
ま
ま
思
案�

石
手　

孝
子

パ
ン
ダ
に
は
パ
ン
ダ
の
気
持
ち
日
が
暮
れ
る�

斉
藤
美
恵
子

麦
で
生
き
る
ボ
ク
に
喝か
っ
さ
い采

は
要
ら
ぬ�

高
畑　

俊
正

町
の
文
化
財

問
社
会
教
育
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
☎
（
９
６
２
）
５
９
５
２

　理正院楼門に安置されてい
る。像高２㍍、桧

ひのき

の寄
よせ

木
ぎ

造り。
鎌倉時代の作と思われ、2001年
に修復されている。

　永代寺の本堂に安置されている。
像高61㌢、桧の寄木造り。内部に
1697（元禄10）年11月の銘があ
る。江戸時代前期の作で作者不詳。

木
造
金こ

ん
ご
う
り
き
し
り
ゅ
う
ぞ
う

剛
力
士
立
像
（
町
指
定
彫
刻
）

木
造
阿あ

み
だ
に
ょ
ら
い
ざ
ぞ
う

弥
陀
如
来
座
像
（
町
指
定
彫
刻
）

受
付
時
間　
８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
毎
週
木
曜
日

と
第
３
金
曜
日
は
、
専
門
の
相
談
員
が
対
応
）

問
相
談
窓
口
（
商
工
観
光
課
内
）
☎
（
９
６
２
）
２
３
６
７

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
☎
１
８
８

相談事例アドバイス

◆
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は
絶
対
に
他
人
に
渡
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
暗
証
番
号
は
絶
対
に
他
人
に
教
え
な
い
で
く

だ
さ
い
。

◆
怪
し
い
と
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
警
察
か
消
費

者
相
談
窓
口
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　
警
察
官
を
名
乗
る
者
か
ら「
あ
な
た
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
が
不
正
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、

銀
行
口
座
を
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
電

話
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
訪
ね
て
き
た
男
性
の

指
示
に
従
い
、
封
筒
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

入
れ
、
暗
証
番
号
を
伝
え
た
。
目
を
離
し
て
い

る
隙
に
封
筒
ご
と
盗
ま
れ
、
A
T
M
か
ら
現
金

を
引
き
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

消
費
者
力
ア
ッ
プ
通
信

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
に
注
意
！


